
たいしょうでいりゅう たいせきぶつ

② 大正泥流堆積物
熱水の影響で白く変質した岩石がひろがっています。

にっしん じんじょう しょうがっこう

⑩ 日新尋常小学校あと
小学校の校舎が、大正泥流で全壊しました。

とう か がた えんてい

⑧ 透過型堰堤
富良野川・美瑛川には、将来の泥流被害を軽減するため
砂防施設がつくられています。

たいしょうでいりゅう たいせきぶつ

⑫ 大正泥流堆積物
泥流によって、広い範囲が土砂に埋もれました。

でいりゅう ち たい ひ

⑬ 『泥流地帯』の碑
大正泥流の歴史は、三浦綾子の小説の
主題になっています。

たいしょう でいりゅうちょくご かみ ふ ら の

⑭ 大正泥流直後の上富良野（1926年）
上富良野の広い範囲が水と泥におおわれました。

し がい ち りゅうぼく

⑮ 市街地までおしよせた流木（1926年）

1926年当時の写真は、上富良野町郷土館収蔵資料です。下記資料より転載しました。
・上富良野町郷土館 (1980) 『大正15年：十勝岳大爆発記録写真集』 上富良野町.

このページに使用した地図は、下記資料に基づいて十勝岳ジオパーク推進協議会が作成しました。
・国土交通省国土地理院 基盤地図情報（道路縁、水域、10mメッシュ標高 https://www.gsi.go.jp/kiban/）
・国土交通省 国土数値情報（河川データ：https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-W05.html、行
政区域データ：https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N03-v2_4.html、鉄道データ：
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N02-v2_3.html）

・国土地理院 (1990) 1:50,000火山土地条件図 十勝岳.
・南里智之・福間博史・原田憲邦・安藤裕志・伊藤英之・枦木敏仁・山田孝 (2009) 現地野外データ解析にもとづく1926
年十勝岳大正泥流の流下・氾濫堆積過程に関する研究. 砂防学会誌, 61(5), 21–30.

1926（大正15）年の噴火では、山腹の残雪がとかされ、大規模な泥流（大正泥流）が発生しました。泥流は、

上富良野および美瑛の市街地まで到達し、広大な農地と、144名の人命が犠牲となりました。現在の火山防

災の取り組みも、１９２６年噴火・大正泥流が基準となっています。

でいりゅう ひ がい う てつどう

⑫ 泥流被害を受けた鉄道（1926年）

と かち だけ ばくはつ き ねん ひ

⑪ 十勝岳爆発記念碑
台座は泥流で流されてきた岩です（重さ68トン）
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ぼう がく だい み と かち だけ

① 望岳台から見た十勝岳

①

と かち だけ

十勝岳

ぼう がく だい

望岳台

と かち だけ おん せん

十勝岳温泉

ふき あげ おん せん
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か こう か さい りゅう たい せき ぶつ

② グラウンド火口火砕流堆積物

ちゅう おう か こう きゅう よう がん

③ 中央火口丘溶岩
約五百年前に噴出。

か こう

④ 62-2火口
１９６２年噴火の場所。

ふき あげ おん せん

⑥ 吹上温泉

⑦ ヌッカクシ火口

と かち だけ ふん か か こう

④ 198８年12月の十勝岳噴火（62-2火口）

⑤ グラウンド火口
数千年前の火山活動（火砕流など）で作られた火口です。

⑨ 青い池
観光名所となった「青い池」は、砂防堰堤にの上流側に
美瑛川の水がたまってできました。

右の図

十勝岳の火山活動史

およそ10万年前 十勝連峰ができはじめる

およそ３万年前 十勝岳ができはじめる

3300年前 グラウンド火口で火砕流

1000～500年前 スリバチ火口、北向火口

500年前 中央火口から溶岩

1857年 松浦武四郎が噴火？を記録

1887年 明治時代の噴火

1926年 噴火。泥流（大正泥流）

1952～1959年 小さな噴火

1962年 噴火。道東まで火山灰。

1988～89年 火砕流が発生

十勝岳火山地質図

下記資料に基づいて十勝岳ジオパーク推進協議会が作成。
・石塚吉浩・中川光弘・藤原伸也(2010)十勝岳火山地質図. 地質
調査総合センター（ベクトルデータ）
・国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）


